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編　集　後　記

本誌の編集作業をしている頃，台風15号が千葉に上陸し甚大な被害をもたらした．多くの地で停電や断水が発生したが，
その状況把握がなかなか進まず，不便を長引かせる一因となった．千葉の一部地域では井戸水を電気ポンプでくみ上げ
ており水道ではなかったこと，また水を利用できない原因が停電であること等から断水とカウントされず，給水の支援
が遅れた地域があった．また海外からの移住者が雨戸というものを知らずに，台風直撃前に閉めておらず被害が拡大し
たことや，日本語での会話が難しく，市役所とのやりとりもままならないと困り果てた方の報道も目にした．これらは，
まさに文化の違いによる被害の拡大とも言える．
この編集後記の執筆中には，台風15号の勢力を上回る台風19号が日本列島に上陸・通過し，広い地域でいくつもの川

が氾濫した．この台風の影響により，長野市では120両もの新幹線が水没するなど，近年想像をはるかに超える災害が各
地でたびたび起きるようになった．
今後，ますます海外からの流入は増え，高齢者がさらに増える地域もあれば，すでに人口減少が始まっている地域

もあり，人も地域も多様化する一方で，災害の威力も発生場所も変わってきている．これらに少しでも備えるためには，
本特集で取り上げたように，有識者，医療者，地域の住民の様々な視点でそれぞれの立場ができることを，地域ごとに
蓄積していくことが求められよう．
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